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今回の定例議会の傍聴者は、8名でした。
みなさまの傍聴をお待ちしています。 
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６
月
15
日
第
２
回
定
例
議
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
主
な
議
案

◎
条
例
の
制
定

・
市
街
地
巡
回
バ
ス
実
証
運
行

条
例

◎
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

・
沼
田
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
沼
田
町
敬
老
祝
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

平成29年
第2回 定例会

6月15日～16日
・
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◎
29
年
度
補
正
予
算

　平
成
29
年
度
予
算
に
３
２
３

９
万
円
を
追
加
し
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
48
億
９
４
０
０
万

円
と
し
ま
し
た
。

〈
主
な
内
容
〉

○
経
営
体
育
成
支
援
事
業
補
助

金

 

１
３
８
２
万
円

○
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
中
学
校
、

化
石
体
験
館
、
共
成
活
性
化

セ
ン
タ
ー
ト
イ
レ
改
修
費

 

合
計  

１
２
３
万
円

○
教
員
住
宅
管
理
経
費
他

 

６
６
４
万
円

議決された意見書
・「新たな高校教育に関する指針」の見直しに関する意見書（案）
　北海道教育委員会は平成18年８月「新たな高校教育に関する指針」を発表し平成20年から
指針内容を実施している。今求められているのは子供の学ぶ権利の保障である。よって次の
事項を実現するよう強く要望する。
１．道・道教委は地域の願いや実態に応じ、子供の学ぶ権利や教育の機会均等を保証する立
場から「新たな高校教育に関する指針」を検討・見直すこと。

２．道・道教委は独自に少人数学級を高校で実施し、「機械的」高校統廃合を行わないこと。

・日本政府に核兵器全面禁止のための決断と行動を求める意見書（案）
　日本政府が目標を分かち合う多くの国々と協力し、核兵器のない世界への行動が直ちにさ
れるよう、核兵器全面禁止条約の交渉開始のために努力するよう要望する。

朝６時19分、恵比島駅から
２人の高校生が毎日列車に
乗り込みます。滝川の学校
に通っているようです。
なんとしても守りたい！

沼田には沢山のダムがあります。
水力発電、太陽光、風力等。将
来を考えて充分検討して下さい。

国政に関し質問された議員の方がおられました
が、町政には関係は直接はありませんが、法的
な決定を国民の反対又世論の批判をあびても、
審議も不十分な状況の中で、可決されることに
疑問をもって居ります。町政も大事ですが法律
で縛られたら問答無用で従う事になってしまう。
やはり声を上げるところは上げるべきでは？

傍聴席の生の声 傍聴席の生の声表紙の写真

実証中の巡回バス
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町
長
へ
の
一
般
質
問

問　
「
種
子
法
」
が
４
月
の

国
会
で
、
審
議
が
不
十
分

な
ま
ま
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
稲
や
麦
な
ど
の
、

新
品
種
の
開
発
に
長
期
間
か
か

る
重
要
穀
物
を
、
国
の
管
理
下

で
品
種
改
良
を
行
う
た
め
の
重

要
な
法
律
で
し
た
。
道
府
県
も

種
子
法
の
下
に
、
試
験
場
に
予

算
を
配
分
し
て
お
り
、
60
年
も

の
間
日
本
の
良
質
な
食
糧
を
、

問　
昨
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
は
、
寄
付
に
よ
る
歳
入

が
２
億
8
5
0
0
万
円
、
返
礼

品
な
ど
の
歳
出
が
１
億
7
5
0

0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
沼
田

町
に
残
る
金
額
は
１
億
円
余
り

で
す
が
、
歳
出
の
財
源
を
一
般

財
源
に
振
り
替
え
て
、
基
金
を

残
し
て
い
ま
す
。
次
年
度
以
降

の
事
業
に
自
由
に
充
当
出
来
る

た
め
、
貴
重
な
自
主
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
付
け
で
、
返
礼
品

は
社
会
通
念
に
照
ら
し
３
割
以

下
と
す
る
こ
と
、
寄
付
を
充
当

す
る
事
業
成
果
を
寄
付
者
に
報

告
す
る
こ
と
な
ど
の
総
務
大
臣

通
知
が
あ
り
ま
し
た
。
返
礼
品

の
質
を
低
下
さ
せ
る
と
寄
付
が

　

今
回
の
通
知
は
過
度
な
返
礼

を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、

そ
れ
ら
が
見
直
し
の
対
象
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
昨
年
と
同
様
な

方
法
で
、
工
夫
を
し
な
が
ら
歳

集
ま
り
に
く
く
な
る
事
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
も
予
算
ベ
ー
ス
で
３

億
1
0
0
0
万
円
の
歳
入
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
し
て
寄
付
額
を
確
保

す
る
の
か
。
寄
付
者
へ
の
報
告

は
、
新
た
な
寄
付
に
つ
な
げ
る

た
め
に
も
大
切
で
す
。
ど
の
よ

う
な
方
法
で
報
告
す
る
の
か
。

　

沼
田
町
で
は
従
来

か
ら
金
銭
性
の
高
い

物
は
、
返
礼
品
と
し
て
扱
っ
て

は
い
ま
せ
ん
。
雪
中
米
が
返
礼

品
の
主
力
商
品
と
な
っ
て
お
り
、

１
万
円
の
寄
付
で
10
キ
ロ

の
返
礼
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

種
子
法
の
廃
止
に
と
も
な
い

 

国
に
対
応
を
求
め
て
は

農
業
団
体
や
町
村
会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
行
く

問答

返礼品の主力商品である雪中米

入
額
を
確
保
し
て
参
り
ま
す
。

　

寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
へ
の

報
告
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
を
し
て
参
り
ま
す
。
沼

田
町
を
宣
伝
す
る
絶
好
の
機
会

と
考
え
、
メ
ー

ル
配
信
な
ど
も

今
後
考
え
て
参

り
ま
す
。

高田　勲
議員

杉本邦雄
議員

安
定
し
て
国
民
に
供
給
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
た
法
律
で
す
。

　

今
後
は
民
間
企
業
が
行
う
わ

け
で
す
が
、
外
国
企
業
の
参
入

や
、
利
益
を
優
先
し
た
種
子
価

格
の
高
騰
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

農
業
経
営
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

法
の
執
行
は
、
来
年
の
１
月

で
す
。
国
に
は
国
民
の
食
料
を
、

安
定
的
に
確
保
す
る
責
任
が
あ

り
ま
す
。
食
糧
自
給
率
を
向
上

さ
せ
な
が
ら
、
安
全
安
心
な
食

糧
を
供
給
す
る

た
め
に
、
国
に

対
応
を
求
め
て

は
ど
う
か
。

　

今
回
の
種
子
法
の

廃
止
に
つ
い
て
は
、

私
も
同
じ
認
識
で
、
多
く
の
懸

念
材
料
が
あ
る
こ
と
も
承
知
し

て
い
ま
す
。

　

先
般
の
北
海
道
議
会
で
農
政

部
長
が
「
今
ま
で
行
っ
て
来
た

品
種
開
発
の
取
り
組
み
に
、
直

ち
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は

な
い
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

高
橋
知
事
も
、「
国
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
安
全
で
優
良
な
種

子
を
安
定
供
給
出
来
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
行
く
」
と
答
え
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
農
業
の
将
来
に
懸
念

が
残
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
町

と
し
て
も

こ
の
こ
と

に
注
視
し

な
が
ら
、

農
業
団
体

や
町
村
会

と
連
携
し

取
り
組
ん

で
行
き
た

い
と
考
え

て
い
ま
す
。

高
田
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

問
職
員
に
よ
る
横
領
事
件
の
再
発
防
止
策
は

答
取
扱
規
程
を
作
成
し
た
、信
頼
回
復
に
努
め
た
い

杉
本
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

問
沼
田
ダ
ム
で
水
力
発
電
が
出
来
な
い
か

答
ダ
ム
改
修
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
検
討
し
て
み
た
い

ふ
る
さ
と
納
税
を
確
保
出
来
る
の
か

寄
付
者
へ
の
成
果
報
告
を
し
な
が
ら
努
力
し
て
い
く

問答

安全で安心な食糧供給を
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Ｊ
Ｒ
の
利
用
促
進
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

留
萌
線
全
体
で
効
果
の
あ
る
利
用
促
進
策
を

検
討
す
る

問答

問　
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
な

ど
は
、
道
路
運
送
車
両
法

に
基
づ
き
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
形
状
及
び
図
柄
な
ど
は
国
の

基
準
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
総
排
気
量
1
2
5
㏄

以
下
の
原
動
機
付
バ
イ
ク
、
小

型
特
殊
、
ミ
ニ
カ
ー
な
ど
の
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
、
市
町
村

条
例
に
基
づ
い
て
地
方
課
税
の

為
の
標
識
と
し
て
交
付
さ
れ
て

問　
「
北
空
知
Ｊ
Ｒ
留
萌
線

問
題
検
討
会
議
」
が
１
月

31
日
に
深
川
市
で
開
催
さ
れ
、

本
町
か
ら
町
長
、
議
長
、
商
工

会
長
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
更

に
２
月
22
日
検
討
会
議
の
三
役

（
山
下
深
川
市
長
・
神
藪
秩
父

別
町
長
・
北
竜
町
議
会
議
長
）

が
北
海
道
庁
へ
留
萌
線
存
続
の

要
請
に
行
き
「
国
へ
の
要
請
、

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
の
必
要
性
、
沿
線

市
町
も
利
用
促
進
の
自
助
努
力

の
役
割
を
し
っ
か
り
と
創
る
べ

き
」
の
確
認
を
行
っ
た
。

　

５
月
29
日
第
２
回
検
討
会
議

後
、
実
務
担
当
者
に
よ
る
幹
事

会
の
中
で
鉄
路
の
利
用
促
進
策

や
国
へ
の
要
請
活
動
の
在
り
か

た
の
議
論
が
始
ま
る
と
の
こ
と

で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
っ
た
が
、

久保元宏
議員

具
体
的
に
な
に
を
行
う
の
か
聞

き
た
い
。

　

私
も
議
会
、
商
工
会
の
会
議

の
中
で
利
用
促
進
な
ど
議
論
を

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば

①
Ｊ
Ｒ
留
萌
線
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト

②
『
す
ず
ら
ん
』
20
周
年
プ
レ

イ
ベ
ン
ト

③
Ｊ
Ｒ
留
萌
線
往
復
切
符

　

寿
司
、
生
ビ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト

付
な
ど
イ
ベ
ン
ト
列
車
を
走

ら
せ
て
は
ど
う
か

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
も
利
用
促
進
の

事
業
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

沼
田
町
の
首
長
と
し
て
ス
ピ
ー

ド
感
の
あ
る
利
用
促
進
事
業
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
Ｊ
Ｒ
留
萌
線
検
討

会
議
で
は
利
用
促
進

の
具
体
的
な
論
議
に
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
の
幹
事
会
担
当
者
が
集

ま
っ
た
中
で
具
体
的
な
方
向
が

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
進
め
て
は

現
状
は
難
し
い

問答

長  原   誠
議員

い
ま
す
。
そ
の
プ
レ
ー
ト
の
形

状
、
図
柄
は
自
治
体
の
裁
量
に

よ
り
き
め
ら
れ
、
規
定
は
な
い

よ
う
で
す
。

　

最
近
、
全
国
、
道
内
で
地
域

振
興
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し

て
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
を
交
付
し

て
い
る
自
治
体
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

　

北
見
市
で
は
、
市
町
村
合
併

を
契
機
に
カ
ー
リ
ン
グ
の
ス
ト

ー
ン
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
プ
レ
ー

ト
、
上
富
良
野
町
で
は
ラ
ベ
ン

ダ
ー
、
幕
別
町
は
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
発
祥
の
地
を
デ
ザ
イ
ン
し
て

地
域
の
特
色
を
表
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　

我
が
町
で
も
沼
田
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
を
作
り
、

普
及
し
て
は
ど
う
か
考
え
を
聞

き
た
い
。　

町
の
ナ
ン
バ
ー
交

付
状
況
は
、
最
近
５

年
間
で
は
、
50㏄
の
２
輪
車
で

25
枚
、
90㏄
が
黄
色
で
４
枚
、

1
2
5㏄
が
桃
色
で
２
枚
、
小

型
特
殊
が
一
番
多
く
、
1
9
3

枚
、
ミ
ニ
カ
ー
が
４
枚
で
す
。

　

こ
の
様
に
農
耕
用
の
小
型
特

殊
が
殆
ど
で
２
輪
車
の
数
が
少

な
く
Ｐ
Ｒ
効
果
は
期
待
で
き
な

い
と
考
え
ま
す
。

　

プ
レ
ー
ト
の
在
庫
も
多
く
あ

り
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

論
議
さ
れ
ま
す
の
で
、
議
員
の

示
さ
れ
た
案
も
参
考
例
と
し
て

出
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
協
議
会
に
留
萌
市
に
も

入
っ
て
も
ら
い
、
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
べ
き
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。
留
萌
線
全
体
で

取
り
組
み
、
効
果
の
あ
る
利
用

促
進
策
を
検
討
し
て
い
く
べ
き

と
思
っ
て
い
ま
す
。

もっと利用を！
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津川　均
議員

や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

最
終
目
的
は
住
み
や
す
い
町
づ
く
り

問答問　
３
月
定
例
会
で
町
長
は

や
さ
し
い
町
づ
く
り
に
つ

い
て
、「
十
分
に
検
討
し
て
、

出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
手
掛
け
て

い
き
た
い
」
と
答
弁
を
し
ま
し

た
。

　

期
待
を
し
て
行
政
報
告
を
読

問　
ほ
ろ
し
ん
温
泉
に
は
、

旭
川
市
や
留
萌
市
か
ら
の

来
客
が
い
ま
す
。

　

そ
の
人
た
ち
か
ら
「
混
ん
だ

時
、洗
い
場
の
数
が
足
り
な
い
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

海
水
浴
時
期
は
、
ほ
ろ
し
ん

温
泉
に
寄
り
た
い
が
、
洗
い
場

が
少
な
い
事
か
ら
素
通
り
し
て

し
ま
う
よ
う
で
す
。

　

近
隣
の
温
泉
で
は
、
洗
い
場

の
改
築
で
お
客
が
増
え
た
と
も

聞
い
て
い
ま
す
。

　

長
い
目
で
見
る
な
ら
増
改
築

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

時
々
女
性
の
方
か

ら
も
そ
う
い
っ
た
話

を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

現
状
で
は
洗
い
場
を
含
め
、

風
呂
場
面
積
を
増
や
す
ス
ペ
ー

ス
が
な
い
た
め
難
し
い
と
思
い

ん
だ
が
そ
れ
ら
し
き
も
の
が
ひ

と
つ
も
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
こ

の
３
か
月
間
ど
の
よ
う
な
検
討

を
さ
れ
た
の
か
。

　

ま
た
、
旭
寿
園
、
和
風
園
な

ど
現
場
の
職
員
と
話
し
合
い
を

す
る
こ
と
が
や
さ
し
い
町
づ
く

り
に
繋
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
検
討
し
て
る
事
が
あ

れ
ば
聞
き
た
い
。

　

最
終
目
的
は
、「
い

か
に
住
み
や
す
い
町

を
作
っ
て
い
く
か
」
で

す
。
５
つ
の
チ
ー
ム
を

作
っ
て
具
体
的
な
町
づ

く
り
に
つ
い
て
の
論
議

を
し
て
い
ま
す
。

　

移
住
定
住
チ
ー
ム
で

は
、
沼
田
町
で
の
住
み

や
す
さ
、
対
外
的
な
Ｐ

Ｒ
を
検
討
項
目
に
挙
げ

て
、
協
議
を
始
め
て
い

ま
す
。

　

来
年
度
予
算
に
向
け

て
協
議
し
て
い
る
の
で
、

11
月
中
に
は
ま
と
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

橋
場
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

問
安
倍
内
閣
の
憲
法
改
悪
路
線
に
反
対
し
て
は

答
憲
法
を
順
守
し
た
い

問
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備
罪
法
案
に
反
対
し
て
は

答
丁
寧
な
説
明
と
議
論
が
必
要
と
思
う

問
国
民
健
康
保
険
制
度
の一本
化
を
ど
う
考
え
る
か

答
町
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、努
力
を
し
て
い
き
た
い

ほ
ろ
し
ん
温
泉
の
洗
い
場
の
増
設
を

な
か
な
か
難
し
い

問答

橋場　守
議員

ま
す
。

　

不
便
を
か
け
ま
す
が
、
現
状

の
ま
ま
で
利
用
頂
く
こ
と
に
、

ご
理
解
願
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ほたる館

せまい洗い場

移住定住をすすめています
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教
育
長
へ
の
一
般
質
問

 

津
川

　均 
議
員

問　
前
回
の
定
例
会
で
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど
町
外
利

用
者
の
料
金
見
直
し
を
提
案
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
検
討
結

果
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
町
外
利
用
者
が
町
内

を
利
用
で
き
る
し
く
み
を
考
え

ら
れ
な
い
か
。

教
育
長
　

町
外
の

利
用
者
の

料
金
を
4
0
0
円
か
ら

2
0
0
円
に
下
げ
た
場

合
、
町
外
の
利
用
者
3

0
0
0
人
を
倍
の
6
0

0
0
人
に
し
な
け
れ
ば
、

今
の
収
支
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
町
外
利
用
者

が
町
内
を
利
用
で
き
る

し
く
み
に
つ
い
て
は
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、

当
日
券
を
購
入
し
た
利
用
者
に

限
り
、
当
日
、
ほ
ろ
し
ん
温
泉

を
利
用
さ
れ
る
場
合
、
入
館
料

か
ら
1
0
0
円
を
割
引
い
て
ま

す
。

　

町
外
か
ら
よ
り
多
く
の
方
に

来
て
も
ら
う
仕
組
み
を
ど
の
よ

う
な
形
が
い
い
の
か
検
討
し
た

い
。

町
内
施
設
の
利
用
料
金
の

 

見
直
し
の
検
討
状
況
は

ど
の
よ
う
な
形
が
い
い
の
か
検
討
し
た
い

問答

北海道町村議会議員研修 ７月４日
札幌コンベンションセンター

「トランプ政権と日本経済―地域経済への影響は」
　今の日本の抱えている様々な問題点をユーモアを交え
てお話ししていただきました。日本の経済の状況は末期
的状況に近く綱渡り状態でバランスが崩れると崩壊しか
ねない危険性がある。有効求人倍率がよくなったのは景
気が良くなったのではなく人手不足が原因と指摘する。

「日本政治の昨日・今日・明日」
　東京都議会選挙のすぐ後でしたので都民ファーストの会が圧勝し自民党惨敗の
話題から、過去の政治、今の状況、これからどうなるのかをわかりやすくお話し
いただきました。ＮＨＫの日曜討論の司会を務めており非常に聞きやすい講演で
した。自民党は来年総裁選を控えているが任期延長の動きもあり、また消費税増
税、憲法改正など取り巻く環境が今後どう変化するか予想がつかない状況とのこ
とです。また野党がどういう体制をとるか衆議院解散がいつになるのか目が離せ
ない状況です。

「求められる議会・議員活動」
　近年、立候補者が欠員とな
っている市町村が多くなって
います。議員報酬をあげるな
どなんらかの対策が必要との
ことです。

「危機管理のまちづくり」
　地方自治の危機は気象災害
以上に人口減少が過大です。
どの様に「危機」を把握し対
処していくのかが必要です。

金子 　勝氏
慶応義塾大学
経済学部教授

島田 敏男氏
日本放送協会
解説副委員長

村川 寛海氏
北海道町村議会
事務局長

浅野 一弘氏
札幌大学教授

空知議長会議員研修 北空知議長会議員研修７月25日
沼田町 まちなか

７月20日
妹背牛町

ご利用をお待ちしてます



7

更なる進化を
 第２代広報特別委員長　　中　村　保　夫

　議会広報誌『みんなの議会』が創刊70号を迎えられますことを心よりお祝い申し上げます。
　議会のことを何も知らずに議員になり、広報委員会に所属し、右往左往していたことを思い
出します。
　爾

じ

来
らい

、12年間で48回の編集に関わらさせて頂いたことになります。当時の橋場委員長のもと、
「議員自らの手で作る」「小学５年生が理解できる」「100の文字より１枚の写真」などのコン
セプトで苦悶の日々を過ごしました。
　特に苦慮したのは、町長答弁でそれを「やる」といったのか「やらない」といったのか「前
向きだけどやらない」のかのニュアンスを正確に表現しなければなりません。議事録を何回も
読み返すのは当たり前で、広報委員同士での夜遅くまで侃

かん

々
かん

諤
がく

々
がく

の議論は日常茶飯事でした。
　しかしそうやって作り上げた広報誌は愛着もひとしおで、苦労した作品で全道表彰を受けた
ときには努力が報われた気がしました。
　この機会に町民の皆さんにお願いしますが、議会広報誌『みんなの議会』は広報委員の献身
的な努力で作られております。ぜひ、味わっていただいて、批評してあげてください。「今回
は手抜きじゃないの？」「今回の表紙はいいね」などの小さな一言がとてもうれしく、有難い
もので、広報委員のモチベーションを高めてくれます。どうかよろしくお願いいたします。
　蛇足で申し上げますが、広報委員会には巻末に表記してある委員のほかにもう一人の委員が
います。印刷屋としての仕事以上のアドバイスをしてくれる方がいるからこそ、読みやすい、
分かりやすい『みんなの議会』が出来上がります。ありがとうございます。
　最後になりますが、現職委員さんたちの日々の努力に感謝を申し上げ、さらなる進化を遂げ
られることをお祈りします。

爾来【じらい】その時以来。以後。
侃々諤々【かんかんがくがく】 正しいと思うことを強く主張して言を曲げないこと。

また、遠慮しないで議論すること。

当時の帯広広報研修 特選60号の盾

第70号
記念寄稿
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「
議
会
広
報
」

２
０
１
７
年
８
月
3
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―
３
５
―

２
１
１
７

　私は、６月２日津川郁夫前会長を引継ぎ、沼田町社
会福祉協議会の会長の任に就くことになりました。
　非常な重責を担うことになり、身の震える思いです。
　社会福祉協議会の役割は誰もが、最後まで、住み慣
れた地域で、安心して暮らし続けることをお手伝いす
ることと聞いています。
　地域で困っている方がおられたら、地域・行政と連
携し、問題解決の支援をしていきたいと考えています。
　沼田町の高齢化率は40％を超えています。沼田社協
の業務には、高齢者の方が安心して住み続けるための
三つの介護保険事業を実施しています。10月からは、
沼田町デイサービスセンターを含め、社協全部の機能
が「暮らしの安心センター」に移転します。
　移転を機に、社協の福祉活動をご理解いただき、よ
り利用しやすいサービスに努めてまいりたいと思いま
すので、皆様のご協力をお願いします。

沼田町社会福祉協議会 会長 松 田 　 剛

あ
と
が
き

住民のために

広
報
特
別
委
員

大
沼
恒
雄　

高
田　

勲

小
峯　

聡　

長
原　

誠

鵜
野
範
之

　

７
月
は
九
州
北
部
の
記
録
的

豪
雨
に
始
ま
り
各
地
で
雨
災
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

住
民
の
安
否
確
認
で
巡
回
し

て
い
た
消
防
団
員
が
殉
職
し
ま

し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
心
か
ら
お
見
舞
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
６
月
９

日
に
原
野
火
災
が
発
生
し
ま
し

た
が
、
沼
田
町
消
防
職
団
員
を

は
じ
め
深
川
地
区
消
防
組
合
の

協
力
を
得
て
迅
速
に
鎮
火
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
者
各

位
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
京
都
議
会
で
は
都

民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
が
圧
勝
し

ま
し
た
。
国
の
学
園
シ
リ
ー
ズ
、

防
衛
省
の
漏
洩
問
題
な
ど
に
国

民
が
納
得
す
る
答
が
な
い
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
上
滑
り
の
言

葉
だ
け
で
は
、
国
民
の
信
頼
回

復
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

国
民
フ
ァ
ー
ス
ト
は
何
時
、
始

ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

入
園
者
が
楽
し
み
に
し
て
い

る
行
事
の
ひ
と
つ
に
議
員
も
参

加
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、

職
員
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

山
木
大
会
長
の
挨
拶
で
は
じ

ま
り
、
優
勝
を
目
指
し
て
精
一

杯
、
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
先
輩
議
員
に
励

ま
し
と
ご
指
導
を
受
け
、
貴
重

な
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

・
優　

勝　
　

中
村　
　

進　

　

・
第
２
位　
　

野　
　

道
夫

　

・
第
３
位　
　

山
木　

一
男

第
30
回
和
風
園

夏
祭
り
に
参
加

退
任
議
員
と
親
睦

７
月
21
日

７
月
25
日

おみごと! 大会2連覇
喜びの中村進さん

中野義明互助会々長の万歳三唱

暮らしの安心センター


